
 

 

 

 

 
 

 

 平成 30 年（2018 年）貿易概況〔速報〕  

 全国の貿易概況 

   平成30年の貿易額は、輸出は自動車、原動機等が増加し、81兆4,866億円と対前年比4.1％

の増加（2年連続の増加）となった。 

また、輸入は原粗油、液化天然ガス等が増加し、82兆6,899億円と対前年比9.7％の増加（2

年連続の増加）となった。 

      その結果、差引額は1兆2,033億円（3年ぶりの赤字）となった。 

 

  長崎税関管内の貿易概況      （資料提供：長崎税関） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎長崎税関管内港別貿易額[平成30年分]  （単位:百万円）  

 

※前年比１０％以上の増減 があったものは青字（増加）、赤字（減少）で表示  

区 分 

輸       出 輸       入 

３０年分 対前年比 ３０年分 対前年比 

管 内 合 計 ４７８，８５１ ９２．９％ １，６４８，６０７ １１６．２％ 

長    崎 １５９，０６４ ９７．１％ ６８，４３０ １０６．１％ 

長 崎 空 港 １４４ ８３．２％ ５５６ ６６．８％ 
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< 輸出：3年ぶりのマイナス > 

再輸出品、化学製品などが増加したも

のの、船舶類、一般機械などが減少し

たことにより、3年ぶりのマイナス 

4,788億51百万円 

(対前年比▲7.1%) 

 

< 輸入：2 年連続のプラス > 

金属製品、船舶類などが減少したもの

の、鉱物性燃料、飼料などが増加したこ

とにより、2年連続のプラス 

1 兆 6,486 億 07 百万円 

 (対前年比+16.2％) 



区 分 

輸       出 輸       入 

３０年分 対前年比 ３０年分 対前年比 

佐 世 保 １２５，３６２ ７９．７％ １５２，０３２ １２４．６％ 

三 池 １００，２４１ ８１．６％ ５０，９４９ １２６．５％ 

八 代 １６，３３０ １００．８％ ５１，１０６ １１１．４％ 

熊 本 １９，１００ １３０．２％ １９，９８８ １１９．９％ 

三 角 １，４５６ １０４．２％ ２４，６２４ ７５．０％ 

水 俣 ３０９ ６７．０％ １０，５７７ １１４．３％ 

熊 本 空 港    －  － １ １７．７％ 

鹿 児 島 １９，２４５ ５．３倍 1，０９０，８３０ １１８．６％ 

鹿児島空港 ５０５ ４５．９％ １１，９４３ １６７．２％ 

志 布 志 ２７，３９６ １０５．２％ １４２，９１７ １０７．７％ 

川 内  ８，７６７ １２６．３％ １９，３７３ １０７．９％ 

枕 崎 ９３３ １０２．１％ ５，２８１ ６４．０％ 

（注）① 長崎港には、松島港を含む                          

② 佐世保港には、松浦港及び福島港を含む                     

③ 鹿児島港には、喜入港を含む 

 為替レート：税関長公示レートの平均値 

  平成３０年平均：１１０．５０円／ドル 【前年（１１２．３３円/ドル）比 １．６％円高】 

 

  

 


